
①｢美濃焼マーケティング研究会｣ 

 

＜研究事業のテーマ＞ 

・平成 14 年度につづいて、採択された。 

・昨年度は、ライフスタイルの変化に伴う、ユーザー志向の｢ワンプレート美濃焼製品｣を

５種デザインし、試作品を作製した。 

自然をモチーフとしたオーガニックデザイン製品、リーフ、ビーンズ、ベジタブル、パ

プリカ、アクアの５種。 

・今年度は、試作品をより使いやすく改良し、商品化を前提とした販路開拓に結び付くモ

ニター調査を実施する。 

・また、上記５種の試作品に、リサイクルシステムや再生土、自然釉薬使用を取り入れ、

環境問題や循環型社会に対応しうる｢エコパッケージ｣の提案を行う。 

 

 

＜成果＞ 

・5種類のワンプレートについて、デザイン改良を行った。ミセス、ヤングミセスを対象に

グループインタビューを実施し、最もデザイン評価の高かった｢ビーンズ｣型のワンプレ

ート 5 色につき、56 世帯を対象にモニター調査を実施した。また、環境マーケティング

調査も併せて行った。 なお、｢ビーンズ｣型ワンプレートについては、アンケートで重

いとの意見が多かったので、従来の 900ｇから 660ｇへと軽量化した。 

・平成 15 年 10 月 11 日、東京池袋サンシャインシティにて開催された｢第 4 回全国地場産

フェア｣にワンプレート 3種（アクア、ビーンズ、アプリコット）を出展し、消費者バイ

ヤー等の来場者 18 名を対象にヒアリング調査を実施した。 

・平成 16 年 2 月 17 日、多治見市にて開催された東濃四試験研究機関発表会で、当研究会

の成果発表を行った。また会場ではワンプレートを用いたグループメンバーによる展示

も行った。発表後、全国の小学校を対象に給食用強化磁器を販売する県内の業者からビ

ーンズデザインの使用依頼があった。当グループメンバーと連携して、｢ビーンズ｣型ワ

ンプレート販路開拓のきっかけとなることを期待。 

・｢ビーンズ｣型ワンプレートの周辺アイテムとして 8種類の試作品を作製した。 

・環境に配慮したパッケージも併せて作成した。 

・事業の成果物である改良型ワンプレートと周辺アイテムを、環境問題や循環型社会に対

応しうる｢エコパッケージ｣（リサイクルシステムや再生土・自然釉薬を使用した環境に

やさしい陶器製品など提案）として紹介するパンフレットを作製し、県内の陶磁器業者

や市町村等に配布した。 

 

＜研究会開催＞ 



研究会を計９回開催した。 

 

・第１回研究会（平成 15 年 7 月 28 日） 

 テーマ １．事業計画及びメンバーの役割分担確認 

     ２．環境マーケティングとは（起案者からのプレゼン） 

     ３．ユーザー意向調査の実施計画（グループインタビューを 8月実施） 

 

・第２回研究会（平成 15 年 9 月 12 日） 

 テーマ １．グループインタビュー調査結果について 

     ２．ワンプレートの改良について 

     ３．東京池袋全国地場産業フェア（10 月）への出展について（出展決定） 

 

・第３回研究会（平成 15 年 9 月 25 日） 

 テーマ １．ワンプレート改善最終検討（デザインは変更せず軽量化を図る） 

     ２．環境マーケティングについて（販売市場としてどこが有望か） 

     ３．地場産業フェア出展品の絞込み 

 

・第４回研究会（平成 15 年 10 月 23 日） 

 テーマ １．地場産業フェア出品報告（当日実施した 18 名へのヒアリング結果） 

     ２．改良型ワンプレート作製進捗状況について 

     ３．ワンプレートの周辺アイテム・アプローチについて（販売促進のツール） 

     ４．販路開拓のためのターゲット絞込み及び販売価格の妥当性について 

 

・第５回研究会（平成 15 年 11 月 26 日） 

 テーマ １．ワンプレートのモニター調査方法について 

（50 世帯に対して、ビーンズ型ワンプレート 5色のモニター調査実施） 

     ２．ワンプレートの周辺アイテムデザインについての検討 

     ３．販売促進について 

（ワンプレートにどのような付加価値をつけてＰＲ・販売していくか） 

 

・第６回研究会（平成 15 年 12 月 25 日） 

 テーマ １．モニター調査における質問事項の最終決定 

     ２．モニター対象先 50 世帯の選定（20 世帯について先行調査実施） 

      

・第７回研究会（平成 16 年 1 月 14 日） 

 テーマ １．モニター対象先 30 世帯の最終選定 



（リストの 36 世帯全てについて実施決定） 

     ２．周辺アイテムの効果的な活用方法について 

（2月開催の東濃四試験研究機関発表会でメンバーが趣向をこらし展示する） 

     ３．販路開拓へのアプローチ｢エコパッケージ｣について 

 

・第８回研究会（平成 16 年 2 月 3日） 

 テーマ １．モニター対象先 36 世帯調査決定（対象先全てから調査協力同意を得た。） 

     ２．周辺アイテム最終デザイン決定およびパッケージング（包装）提案 

     ３．販路開拓へのアプローチ｢エコパッケージ｣について 

（販路促進プロモーター神戸憲次氏） 

     ４．消費者の視点からみたサービス付加に対する助言 

（都市研究所スぺーシア研究員竹内郁氏） 

 

・第９回研究会（平成 16 年 3 月 3日） 

 テーマ １．｢東濃四試験研究機関協議会｣成果発表内容についての報告 

     ２．先行モニター調査結果報告について 

（期限までに回収した 15 世帯についての調査結果） 

 

 

 


